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感性の土台を胸に、山の向こうの世界へ  校長 松田 哉 

 

 ３年生の保護者の皆様におかれましては、お子様のご卒業、誠におめでとうございます。入学式から早３年、心身ともに逞しく成長

されたお子様の姿に、感慨もひとしおのことと存じます。 

３年前の入学式で、宮島前校長は津和野出身の画家・安野光雅先生のお話を引用しました。「大人になって覚えたことは忘れても、

子ども時代に身につけたことは一生ついて回る」という言葉、そして安野先生の創造の源泉が、津和野の山々の向こう側へ思いを馳せ

た少年時代の「感性」にあった、というお話です。「景観は人を育てる」と言いますが、この３年間、津和野の風土はお子様の感性を

どのように育んだでしょうか。 

生徒たちは本校の合言葉である『「やってみたい」を「やってみる」』の実践を通じ、教室の中だけでは得られない多くの出会いを積

み重ねてきました。城下町の歴史、豊かな自然、そして地域の人々の温かさ。時に悩み、壁にぶつかりながらも、仲間と支え合い乗り

越えてきた日々。それら全てが、安野先生が仰ったように、理屈だけではない豊かな「感性」として生徒の心身に刻み込まれているは

ずです。高校時代という多感な時期にこの地で養った感性は、成人してからの人生を支える揺るぎない土台となります。 

これから卒業生は、自分だけの「山の向こう」の世界へと羽ばたいていきます。物理的な距離は離れるかもしれませんが、心の根っ

こはこの津和野と繋がっています。将来、卒業生がそれぞれの場所で力を発揮し、どのような形であれ、いつか自らの故郷やこの地域

社会に貢献してくれる人材となってくれることを強く願っています。それこそが、生徒を静かに見守り、育んでくれたこの景色や人々

への何よりの恩返しになるからです。 

結びに、３年間にわたる本校教育への深いご理解と、ＰＴＡ活動への多大なるご協力に心より感謝申し上げます。お子様の輝かしい

未来を祈念し、挨拶といたします。 

 

 

保護者の皆様、日頃は津和野高校のＰＴＡ活動にご理解・ご協力を賜り、まことにありがとうございます。 

今年度も卒業生を送り出す時期となりました。３年生の卒業を迎えるにあたり、原稿を寄せていただきましたので、ご紹介いたします。

 

恩を返し、恩を次へと送る人生を  ＰＴＡ会長 山本 早苗 

  卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。また、保護者の皆様、お子様が心身ともに成長され、卒業の佳き日を迎えられましたこと

を心よりお慶び申しあげます。 

  津和野での三年間はいかがでしたか。楽しかった思い出だけでなく、時には悩み、不安に押しつぶされそうな日もあったことでしょう。そ

んな時、傍らで支えてくれたご家族、先生方、そして友人の存在を忘れないでください。まずはその方々へ感謝の言葉を伝え、「恩返し」を

することから始めてみてください。 

そして、これからはもう一歩進んで、受け取った優しさを、次の誰かへと繋ぐ「恩送り」を意識してほしいと思います。自分がされて嬉し 

かったことを、今度は皆さんが周囲や次の世代へ届けていくのです。その優しさの連鎖が、皆さんの歩む未来をより温かく、輝かしいものに

すると信じています。 

皆さんの前途に幸多からんことを、心よりお祈りいたします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

娘とともに歩んだ三年間    3年 1組保護者   杉戸ひとみ  

  三年前、小学生から続けてきたバレーボールに打ち込むため、津和野高校を選び、入学しました。 

  親元を離れた寮生活の中で、仲間と支え合いながら、自立心と責任感を育み、たくましく成長してくれたことを嬉しく思います。 

  こうして無事に卒業の日を迎えられたことを、先生方、チームメイト、友人、保護者の皆様に心より感謝申し上げます。さまざまな壁に

ぶつかり、学校に通えない時期には母として共に涙し悩みました。それでも立ち上がり、周囲の支えの中で前を向き、最後までやり遂げ

た娘を誇りに思います。この経験はこれからの人生を支える大きな力になると信じています。 

  卒業生の皆さんがそれぞれの夢に向かって羽ばたき、輝かしい未来を歩まれることを心より願っています。 

津和野高校での出会いが織りなす「絆」   3年 2組保護者   辻小夜 

苗字の「辻」が「道と道とが交わる場所」を意味するように、津和野高校は息子にとってまさに人と出会い、人生を豊かにする場所となり

ました。 

中学 3 年の夏、地元で合唱部のある高校を探しつつも志望校を決めかねていました。そんな時、国内留学制度を思い出し、「合唱部」

「下宿」で検索し見つけたのが津和野高校です。10月の学校説明会で、直感的に「ここに進学する」と決断。親元を離れ、甘えが出ないよ

う連絡は必要最低限に留めました。それでも、インスタや学校HPの閲覧を通し、また様々な学校行事に赴くたびに、息子が生き生きと高校

生活を送る様子を垣間見ることができました。息子からは「自然が美しい」「津和野には美味しいものがたくさん」「みんな優しいし仲がい

い」といった良い話ばかり。先生方や友達に支えられ、そして地域の方々と触れ合いながら、素晴らしい環境の中で成長させていただいた

3年間でした。 

津和野高校で出会い、育まれた絆は、卒業される皆さんにとって人生のかけがえのない宝物となるでしょう。これからも多くの素敵な出

会いに恵まれることを願っています。 

3年間本当にありがとうございました。 

 

卒業にあたって   3 年 3 組保護者   山本祐紀子 

 中学３年のある日、地域みらい留学のチラシを手に、「絶対これに行きたい！」と学校から帰ってきた息子の姿を今でもよく覚

えています。赤ちゃんの頃から旅行で全国各地を連れ回していたので、親としては心配よりも、「おもしろい道を見つけたな」と

嬉しく思いました。 

  高校見学で津和野を初めて訪れたとき、小さな町の中に文化と温かさ、風通しの良い空気を感じ、そこで暮らす息子の姿がし

っくりと思い浮かびました。その感覚は正解だったと、今しみじみ感じています。合唱部での活動やさまざまなイベントの開催

など、本人が「高校でやりたいことはやり尽くした」と言い切るほど濃い 3 年間を過ごせたのは、全力で応援してくれた先生

方、地域の方々、そして共に挑戦してくれた仲間たちのおかげです。心からありがとうございました。 

  卒業生の皆さん、津和野で育まれたつながりや経験を胸に、それぞれの場所で自分らしく歩んでくれることを心から願ってい

ます。 

 

 



卒業生の皆さんへ    3年 3組担任   寺岡智弘 

卒業生の皆さんとは担任、学年主任として３年間一緒に進級させていただきました。全国各地から集まる多様性溢れる個性豊かな皆さん

が、互いの個性を尊重し、互いに思いやりながら学校生活を送る姿が印象に残っています。当然のように皆さんが選んだ進路も多様性に溢れ

ており、つくづく津和野高校って面白い学校だなぁと感じています。 

  ４月から新生活が始まりますね。就職や進学で自分の専門分野がなんとなく見えてくると、自分にとって必要なことと必要でないことの線引

きを勝手にしてしまいがちですが、そんなのもったいないですよ。自分の可能性に線を引かずに様々なことにチャレンジしてください。友人に誘

われて仕方なく参加したボランティア活動で自分の価値観を揺さぶられる経験をするかもしれませんし、たまたま手に取った本の中で人生を

変える言葉に出会うかもしれません。新しい環境で、新しい仲間とともに自分自身をバージョンアップさせてください。応援しています。 

  卒業おめでとう。さぁ、これからだ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業にあたって    3年 2組担任    田原義崇 

卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。 

皆さんと過ごした 3年間は、私にとってかけがえのない宝物です。共に笑い、悩み、一歩ずつ進んできた日々を振り返ると、立派に成長した

皆さんの姿に深い感動を覚えるとともに、明日から皆さんのいない教室を想い、大きな寂しさを感じています。 

  私は、以前宮島先生にいただいた「置かれたところで咲きなさい」という言葉が好きです。これから皆さんは、今よりはるかに広い世界へと

踏み出していきます。環境が変われば不安になることもあるかもしれませんが、どこへ行っても自分らしく、笑顔満開の「万朶の花」を咲かせて

ほしいと願っています。 

  これからの長い人生の中で、津和野高校で過ごした経験が必ず皆さんを支えてくれるはずです。たとえ迷うことがあっても、ここで培った強

さと自分自身の可能性を信じ、一歩ずつ自分だけの人生を切り開いていってください。 

  皆さんの歩む道が、光り輝くものであることを心から祈っています。 

 

 

 

 

〈今後の主な行事〉 

3月 11日（水）校内球技大会 

3月 16日（月）振替休日（3/1） 

3月 24日（火）終業式 

4月  8日（水）始業式 

4月  9日（木）入学式・入寮式    

お礼   3 年 1 組担任   青木穂乃美 

 旧１－２のみなさん、改めまして、楽しいクラスでしたね。愉快なメンズとふところの深い女子のみなさんで構成されていまし

た。旧２－２のみなさん、4 月に思い描いた通りのおもしろいクラスでした。それぞれが大きく成長した 1 年間でしたね。３－１

のみなさん、これ以上ない素敵なクラスでした。4 月から今日まで毎日毎日ずっと楽しく、前向きな気持ちで過ごさせてもらいまし

た。もちろん人によって悩む時期、苦しい時期もありました。だけど、この人のために私は何ができるのか、それを考えることもま

た私にとっては前向きな、充実した時間でした。吹奏楽部の皆さん、JAM、夏のコンクール、文化祭、とっても楽しかったです。4

人とも成長著しい、いい演奏者でした。 

 保護者のみなさま、面談のたびにいろんなお話をさせていただき、ありがとうございました。私には 5歳と 3 歳の息子がいます

が、この小さな子供たちが、お子様方のような 18 歳に成長すると思うと‥‥まだまだ想像がつきません。子育てもひと段落、今日

まで本当にお疲れ様でした。 

 なにもうまいことは言えませんが、本当に充実した 3年間でした。出会ってくれてありがとう。いつまでもいつまでも、応援し

ています。 

 

 


